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博物館休館日カレンダー
2023年 ３月

休館日※情報はR5.2.17現在
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日　月　火　水　木　金　土

令和５年３月１日

　1月26日（火）、この日が文化財防火デー
であることに因み、博物館で防火訓練を行
いました。豊前消防署京都分署から署員に
もお越し頂いて「もしも」の際の動作につ
いて確認し、初期消火訓練も行いました。

　12月25日（日）から5日間、博物館を臨
時休館して館内燻蒸作業を行いました。収
蔵資料を虫やカビの害から守るため欠か
せない作業で、毎年この時期に行いますが、
作業は無事に終了しました。

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で

す
。以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
！

★
博
物
館
友
の
会

　
バ
ス
ハ
イ
ク
・歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー
ク

　
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き

　
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
豊
み
隊
！
）養
成
講
座

　
町
の
宝
を
三
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
＝
①

　
ガ
イ
ド
（
案
内
）②
ガ
ー
ド
（
管
理
）③

　
ワ
ー
ク
（
調
査
）で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス

　
タ
ッ
フ
を
募
集
・養
成
す
る
講
座
で
す
。

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

３
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

３
月
４
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

３
月
11
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

３
月
18
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

３
月
25
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▲作業では館の奥深くに入り込む虫等を薬剤で駆除しました▲この日は水消火器による初期消火訓練も体験しました

12月・１月の業務日誌から

　
京
都
平
野
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
名

物
行
事
「
み
や
こ
町
三
重
塔
ま
つ
り
」
。

残
念
な
が
ら
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
記
念

す
る
文
化
行
事
「
少
年
少
女
俳
句
大

会
」
は
、
表
彰
式
を
行
わ
な
い
形
で
昨

年
同
様
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
く
の
小
中
学
校
か
ら
応
募
を
い

た
だ
き
、
次
の
よ
う
な
成
果
を
お
さ
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
応
募
総
数
：
七
九
〇
九
句

（
参
加
児
童
生
徒
総
数
：
三
四
九
一
人
）

・
内
訳　
小
学
校
：
四
四
九
一
句

　
　
　
　
中
学
校
：
三
四
一
八
句

（
う
ち
入
賞
・
入
選
句
：
二
六
八
句
）

　
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
学
校
・
保
護
者
や
協

力
機
関
等
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
大
会
の
結
果
で
す
が
、
例
年

ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
豊
津
俳
句
会

（
岩
井
小
夜
子
代
表
）
の
皆
さ
ん
に
よ

る
審
査
の
結
果
、
以
下
の
作
品
が
最
優

秀
・
特
選
句
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
小
学
校
の
部

・
特
選
「
小
宮
豊
隆
賞
」

　
ひ
ら
ひ
ら
と
ち
ょ
う
の
よ
う
に
散
る
桜

　
　
久
保
小　
六
年　
吉
武　
航

・
特
選
「
三
四
郎
賞
」

　
ね
え
ち
ゃ
ん
は
る
す
ば
ん
ぼ
く
の
入
学
し
き

　
　
犀
川
小　
一
年　
岩
倉　
佑
朔

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

令
和
４
年
度　
第
37
回
作
品
公
募
文
化
事
業

み
や
こ
町 

少
年
少
女
俳
句
大
会
の
結
果
に
つ
い
て 

み
や
こ
町 

少
年
少
女
俳
句
大
会
の
結
果
に
つ
い
て 

―
 

大
会
概
要
と
今
期
入
賞
作
品
の
紹
介 ―

―
 

大
会
概
要
と
今
期
入
賞
作
品
の
紹
介 ―

・
特
選
「
蓬
里
雨
賞
」

　
わ
た
毛
は
ね
た
ん
ぽ
ぽ
か
ら
の
手
紙
で
す

　
　
仲
津
小　
二
年　
岩
男　
莉
歩

●
中
学
校
の
部

・
特
選
「
小
宮
豊
隆
賞
」

　
炎
天
下
運
ば
れ
て
い
く
鉄
パ
イ
プ

　
　
犀
川
中　
一
年　
田
中　
悠
斗

・
特
選
「
三
四
郎
賞
」

　
鉛
筆
も
わ
た
し
も
尖
る
受
験
の
日

　
　
行
橋
中　
三
年　
楠
本　
怜
奈

・
特
選
「
蓬
里
雨
賞
」

　
蜩
の
鳴
く
こ
ろ
の
空
も
う
暗
い

　
　
仲
津
中　
一
年　
谷
口　
晏
奈

　
以
上
の
句
を
は
じ
め
入
選
賞
句
（
教

育
委
員
会
賞
・
秀
逸
計
55
句
）
は
短
冊
様

の
木
札
に
記
し
、
豊
前
国
分
寺
跡
公
園
内

の
梅
の
木
に
下
げ
て
い
ま
す
の
で
、
梅
見

を
兼
ね
て
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

▲公園内の梅の木に下げられた特選句を記す短冊様の木札
　木札は選者・岩井小夜子様に染筆いただきました

▲ボランティア・ガイド編の様子　「昔の道具とくらし」学習
　では子どもたちに実体験を交えてのお話しなどをします

こ　
み
や
と
よ
た
か

さ
ん  

し  

ろ
う

ほ
う　
り　

う
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

１
４
０
年
前
に

外
国
人
が
調
査
し
た

み
や
こ
町
の
古
墳
⑥ 155

イ
ギ
リ
ス
大
英
博
物
館
収
蔵
資
料
か
ら

橘塚古墳石室断面データ（提供：西日本新聞メディアラボ）

入
口
側

ウィリアム・ガウランド
（1842～1922）

橘塚古墳石室内部データ（提供：西日本新聞メディアラボ）

綾
塚
古
墳
の
調
査
か
ら
１
４
０
年

　

明
治
４
年
に
開
業
し
た
大
阪
造
幣
寮

（
現
在
の
造
幣
局
の
前
身
）
に
イ
ギ
リ

ス
か
ら
招
聘
さ
れ
た
冶
金
技
師
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド
が
明
治
16
年（
１

８
８
３
）
に
み
や
こ
町
勝
山
黒
田
に
あ

る
「
綾
塚
古
墳
」
で
行
っ
た
測
量
調
査

か
ら
今
年
で
１
４
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
国
内
で
は
年
間
約
１
万
件
の
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
彼

は
国
内
で
は
じ
め
て
こ
の
発
掘
調
査
の

記
録
方
法
を
確
立
し
た
人
物
と
し
て
知

ら
れ
「
日
本
考
古
学
の
父
」
と
も
称
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
調
査
の
結
果
、

彼
が
綾
塚
古
墳
で
行
っ
た
調
査
や
記
録

の
方
法
が
、
１
４
０
年
間
ほ
と
ん
ど
変

わ
る
こ
と
な
く
現
在
、
国
内
で
行
わ
れ

て
い
る
古
墳
の
墳
丘
測
量
や
石
室
実
測

図
な
ど
の
記
録
方
法
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
彼
が
確
立
し
た
記
録
方

法
を
踏
ま
え
て
、
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
最
新
の
測
量
技

術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

戦
争
と
文
化
財

　

２
月
24
日
で
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
か
ら
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
多
く
の
尊
い

人
命
と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
長
い

歴
史
の
中
で
大
切
に
保
護
さ
れ
て
き
た

文
化
財
も
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
に
よ

り
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
戦
争
や
災
害

に
よ
っ
て
、
も
う
二
度
と
元
に
は
戻
す

事
が
で
き
な
い
多
く
の
大
切
な
も
の
が

失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ

や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
使
っ
て
様
々
な
ア

ン
グ
ル
か
ら
対
象
物
の
写
真
撮
影
を
行

い
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
解
析
・
統

合
し
て
立
体
的
な
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成

す
る
３
次
元
写
真
測
量
法
（
フ
ォ
ト
グ

ラ
メ
ト
リ
ー
）
と
い
う
最
新
の
測
量
技

術
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
２
０
１

９
年
に
発
生
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
大
聖
堂
の
火
災
で
は
、
建
物
の

大
半
が
被
災
し
ま
し
た
が
、
こ
の
技
術

に
よ
っ
て
建
物
の
細
部
ま
で
再
現
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
、
現
在
、

建
物
の
復
元
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
様
々
な
文
化
遺
産
を
細
部
ま
で

３
Ｄ
モ
デ
ル
化
し
、
戦
争
や
地
震
、
火

災
な
ど
の
被
害
を
受
け
て
も
、
そ
の
復

元
に
つ
な
が
る
新
た
な
技
術
と
し
て
こ

の
３
次
元
写
真
測
量
法
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
Ｄ
化
さ
れ
た
橘
塚
古
墳

　

こ
の
３
次
元
写
真
測
量
法
の
技
術

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
古
墳
の
仮
想

現
実
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
：

Ｖ
Ｒ
）
化
の
実
証
実
験
が
み
や
こ
町

勝
山
の
黒
田
小
学
校
に
あ
る
橘
塚
古

墳
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
古
墳
も

１
４
０
年
前
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ガ
ウ

ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
こ
の
古
墳
を
対
象
に
撮

影
や
測
量
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
橘
塚
古
墳
の
墳
丘

全
面
を
８
０
０
枚
、
石
室
内
部
を
対
象

に
１
０
０
０
枚
の
写
真
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
画
像
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
計
算
し
て
３
Ｄ
モ
デ
ル

化
し
、
こ
れ
を
も
と
に
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
の
デ
ー
タ
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
V
R
デ
ー
タ
作
成
に

は
写
真
撮
影
に
２
日
、
デ
ー
タ
作
成
に

一
週
間
と
い
う
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で

高
精
度
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
が
完
成
し
て
い

ま
す
。
専
用
ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
し
て
橘

塚
古
墳
の
石
室
内
部
の
バ
ー
チ
ャ
ル
空

間
を
体
験
し
て
み
る
と
、
実
際
の
石
室

内
部
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
ほ

ど
リ
ア
ル
な
空
間
が
再
現
さ
れ
、
ま
た

こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
新
た
な
発

見
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

１
４
０
年
間
継
承
さ
れ
た
記
録
方
法

　

こ
の
よ
う
に
３
次
元
写
真
測
量
法
な

ど
最
新
技
術
を
用
い
た
測
量
方
法
は

日
々
進
化
を
重
ね
、
そ
の
成
果
デ
ー
タ

も
さ
ら
に
高
精
度
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は

修
理
な
ど
の
目
的
に
限
ら
ず
、
距
離
な

ど
様
々
な
制
限
を
超
え
た
調
査
研
究
資

料
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
古
墳
の
平
面
・
断
面
測
量
な
ど

の
記
録
方
法
も
、
１
４
０
年
前
に
ガ
ウ

ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
方
法
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
彼
が
確
立
し
た
記
録
方
法
の
完
成

度
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
１
４
０
年
前
に
み
や
こ
町
で
行
わ

れ
た
古
墳
の
調
査
が
、
現
在
の
発
掘
調

査
記
録
方
法
の
確
立
の
一
端
を
担
っ
た

こ
と
は
日
本
考
古
学
の
研
究
の
歴
史
の

上
で
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の

時
作
成
さ
れ
た
綾
塚
古
墳
の
実
測
図
面

は
、
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。（

井
上
信
隆
）

お
お
さ
か
ぞ
う
へ
い
り
ょ
う

ぞ
う
へ
い
き
ょ
く

し
ょ
う
へ
い

や　
き
ん　
ぎ　

し

む
か

と
う
と

い
っ
し
ゅ
ん

き
ょ
う
い　

て
き

さ
っ
か
く

げ
ん
じ
つ

か　

そ
う

じ
ん
め
い
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